	11年度 第３回早大中国塾　(11年6月例会)

	先月５月例会では、中国での有機農法試行など、中国の労働市場、中国の金融前線について、3人の講師から、有意義な講演をいただいたあと、活発な質疑が続き、大変盛り上がりました。
６月も、他所では聞けない素晴らしい下記３つの講演を準備しました。

久しぶりの方も、初めての方も大歓迎です。奮ってご参加ください。
開催日時
11年6月18日（土）午後1：30～5:30  その後、近くの店で、講
師などとの懇談（自由参加）。
講師と演題
1. 文部科学副大臣秘書官・伊佐進一氏：『「科学技術大国」中国の真実、そして日本はどう連携すべきか』
2. 西村あさひ法律事務所法務部勤務・益山徹子氏：「「中国の社
債制度が社債スプレッドに与える影響」（早稲田大学大学院フ
ァイナンス研究科での研究報告）
3.海外投融資情報財団事業企画部・総務部次長・ 行天健二氏：「私が見た香港著名財界人の行動と素顔」
講師略歴
1.伊佐進一氏：97年、科学技術庁入庁（大学時代、航空宇宙工学専攻）。本省では、科学技術政策、知的財産権などを担当、ＥＰＡ交渉にも参加。03年、ジョンスホプキンス大学高等国際問題研究大学院（ＳＡＩＳ）で修士号取得。07～10年、在北京日本大使館勤務（1等書記官）。帰国後、文部科学省大臣官房総務課課長補佐。
2.益山徹子氏：11年3月、早稲田大学大学院ファイナンス研究科修了、西村あさひ法律事務所法務部金融法務部門勤務。
3.行天健二氏：90年国際協力銀行（旧輸銀）入行、国立シンガポール大学で中国語研修、在北京駐在員事務所駐在員（99年10月～02年9月）、在香港駐在員事務所首席駐在員（08年5月～10年12月）、11年1月帰国、現職へ。
開催場所
早稲田大学（別館）・１９号館、７階・711号室）。地下鉄東西線早稲田駅下車徒歩6－7分。または、ＪＲ高田馬場駅前の早稲田正門行きバスで西早稲田バスストップ下車。グランド坂を２分下る。アジア太平洋研究科が入居している10Ｆ建てビル７Ｆ。
http://www.waseda.jp/gsaps/info/traffic_jp.html参照。
主催
早大中国塾塾長木下俊彦（早大産業経営研究所特別研究員。福岡県留学支援センター日本文化塾名誉塾長。（株）アジア人材開発顧問他）。（携帯090-83134403）
Email: toshi-kinoshita@nifty.com　
連絡
担当
Mr. 談万青（上海駐在、PriceWaterHouse Coopers勤務）。
(アシスタント)Mr. 顧倬豪（あずさ監査法人勤務）（携帯）090- 6127-9002
後援
中国留学生交流支援立志会（代表：五十嵐貞一氏）

（株）アジア人材開発（代表：折敷瀬興氏）

福岡県留学生サポートセンター日本文化塾（代表：青木麗子氏）

日中産学官交流機構（事務局長：柳瀬豊昭氏）
早稲田大学中華経済研究所（代表：林華生教授）



	


